
庄
内
た
が
わ
農
協
（
黒

井
德
夫
組
合
長
）
の
第
19

回
通
常
総
代
会
が
６
月
20

日
、
新
余
目
支
所
２
階
ホ

ー
ル
（
旧
梵
天
）
で
開
か

れ
ま
す
。

出
資
配
当
１
・
０
％

今
年
度
は
出
資
配
当
１

・
０
％
（
前
年
度
１
・
４

％
）
が
提
案
さ
れ
ま
す
。

当
期
未
処
分
剰
余
金
４

億
１
８
７
４
万
円
の
う
ち

利
益
準
備
金
と
し
て
１
億

円
、
担
い
手
育
成
支
援
対

策
積
立
金
に
３
０
０
０
万

円
、
リ
ス
ク
管
理
積
立
金

に
５
０
０
０
万
円
を
充
当

し
、
出
資
配
当
金
に
４
５

０
９
万
円
を
充
て
、
次
期

繰
越
剰
余
金
を
１
億
９
３

６
５
万
円
に
し
ま
す
。

さ
ら
に
特
別
積
立
を
３

億
８
５
２
１
万
円
取
り
崩

し
、
全
額
を
上
記
リ
ス
ク

管
理
積
立
金
に
充
当
し
ま

す
。担

い
手
育
成
支
援
対
策

積
立
金
は
、
ハ
ウ
ス
助
成

な
ど
担
い
手
支
援
に
３
年

間
、
年
１
０
０
０
万
円
取

り
崩
し
ま
す
（
３
期
目
）。

リ
ス
ク
管
理
積
立
金
は

６
億
円
を
目
標
に
、
会
計

基
準
変
更
に
よ
る
損
失
へ

の
対
応
や
資
産
償
却
及
び

有
価
証
券
の
価
格
下
落
等

に
対
応
す
る
た
め
積
立
を

お
こ
な
う
と
し
て
い
ま
す
。

米
販
売
は
下
げ
傾
向

２
０
１
３
年
度
の
事
業

実
績
で
は
、
米
穀
販
売
が

１
１
７
億
円
で
前
年
比
２

・
４
％
の
伸
び
と
な
り
、

園
芸
特
産
と
畜
産
を
含
め

た
販
売
総
額
は
１
４
９
億

円
で
前
年
比
２
・
６
％
増

加
し
ま
し
た
が
、
合
併
基

準
年
（
平
５
）
の
３
０
２

億
円
と
比
べ

％
に
落
ち

49

込
ん
で
い
ま
す
。

平
成

年
産
米
の
販
売

25

は
前
年
産
米
と
比
べ
１
俵

あ
た
り
１
０
０
０
円
～
１

５
０
０
円
程
度
安
い
価
格

で
ス
タ
ー
ト
し
、
下
げ
傾

向
が
続
い
て
苦
戦
と
な
っ

て
い
ま
す
。

事
業
総
利
益
は
前
年
度

よ
り
９
９
９
７
万
円
減
の

億
１
７
６
万
円
、
事
業

44管
理
費
は
４
９
７
４
万
円

減
の

億
４
４
９
９
万
円

42

で
、
事
業
利
益
は
１
億
５

６
７
７
万
円
（
前
年
度
２

億
７
０
０
万
円
）、
経
常
利

益
は
３
億
３
２
７
５
万
円

（
同
３
億
７
６
３
９
万
円
）、

当
期
剰
余
金
は
２
億
２
０

６
４
万
円
（
同
２
億
２
５

１
７
万
円
）
と
な
り
ま
す
。

４
事
業
の
子
会
社
化

農
機
・
車
両
・
燃
料
・

葬
祭
の
４
経
済
事
業
の
子

会
社
を
８
月
設
立
し
、
燃

料
と
葬
祭
は

月
に
、
農

10

機
と
車
両
は
来
年
１
月
に

事
業
開
始
す
る
計
画
で
す
。

協
同
組
合
の
事
業
を
株

式
会
社
化
す
る
こ
と
で
、

企
業
間
競
争
を
煽
り
、
利

益
優
先
の
事
業
展
開
と
な

る
の
で
は
な
い
か
と
心
配

さ
れ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
の
子

会
社
で
あ
る
「
羽
黒
・
の

う
き
ょ
う
食
品
加
工（
有
）」

は
１
８
４
１
万
円
の
損
失

決
算
と
な
っ
て
お
り
、
会

社
に
し
た
か
ら
経
営
が
良

く
な
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

高
齢
者
福
祉
事
業
へ

年
度
は
新
規
に
「
高

26
齢
者
福
祉
事
業
基
本
方
針
」

が
提
案
さ
れ
、
担
い
手
農

家
の
介
護
負
担
の
軽
減
を

図
る
目
的
で
、

①
元
気
高
齢
者
へ
の
介

護
予
防
活
動
（
運
動
、
食

事
、
健
診
・
介
護
・
医
療
）

②
Ｊ
Ａ
事
業
を
通
じ
て

高
齢
者
の
日
常
生
活
の
支

援
（
見
守
り
、
助
け
合
い
、

職
員
の
地
域
貢
献
）

③
介
護
保
険
事
業
の
実

施
（
ケ
ア
マ
ネ
、
訪
問
介

護
、
福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル
）

に
取
り
組
み
、
支
援
窓
口

と
し
て
「
Ｊ
Ａ
高
齢
者
支

援
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）」
を

設
置
す
る
計
画
で
す
。

地
域
の
介
護
施
設
と
連

携
し
て
支
援
事
業
を
展
開

す
る
と
し
て
い
ま
す
。
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発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい
（月１７７円程度）
6月 9人 12,708円
5月 40人 35,620円

庄内たがわ農協　　合併前との比較（単位：千円）
基準年1993年 20１1年度 20１2年度 20１3年度 前年度と基準年と
平成５年度 の対比 の対比平成23年度 平成24年度 平成25年度

正組合員数（人） 16,876 98.2% 78.2% 正組合員数（人）13,629 13,436 13,196

職員数（人） 1,123 100.8% 53.3% 職員数（人）590 594 599

資産 117,589,340 104.2% 100.7% 資産112,196,130 113,598,999 118,405,888

負債 111,618,080 104.6% 97.8% 負債103,089,617 104,351,438 109,135,561

資本（純資産） 資本（純資産）5,971,260 100.2% 155.2%9,106,512 9,247,560 9,270,327

当期剰余金 93,323 98.0% 236.4% 当期剰余金124,143 225,178 220,644

貯金 96,633,096 104.3% 105.0% 貯金95,589,773 97,208,661 101,424,116

貸出金 36,394,244 94.5% 91.7% 貸出金37,168,287 35,323,111 33,368,662

長期共済保有高 665,528,140 98.2% 83.3% 長期共済保有高565,629,930 564,596,710 554,274,644

購買 19,815,583 104.7% 51.8% 購買9,634,405 9,808,712 10,265,758

販売 30,276,797 102.6% 49.4% 販売14,455,589 14,571,335 14,950,215

(米穀) (米穀)24,149,280 102.4% 48.6%11,023,590 11,477,950 11,748,017

（園特） （園特）3,263,811 107.9% 58.0%1,939,232 1,755,162 1,893,727

（畜産） （畜産）2,863,706 97.8% 45.7%1,492,767 1,338,222 1,308,470

自己資本比率 17.62% 18.21% 18.12% 自己資本比率
合併は1995年（平７）。職員数は合併直前との比較。臨時職員含む。

各農協の出資金等の比較

JA庄内たがわ JA鶴岡 JAあまるめ

１正組合員当たり出資金 33万2148円 27万1933円 82万1176円

正組合員１戸当たり出資金 46万6875円 43万6467円 108万9756円

正組合員１戸当たり販売額 159万2481円 255万4541円 221万5387円

正組合員１戸当たり購買額 109万3497円 183万9781円 179万3470円

自己資本比率 18.12％ 16.44％ 25.94％

出資配当 1.0% 0.6％ 2.0％

特別配当 － 資材0.5％ 米１俵100円

米１俵30円 ｶﾞｿﾘﾝ・軽油

・灯油口座振

替１㍑２円

※JAあまるめの購買額はコープ除く。

（2014年度総代会・総会資料より）



６
月

日
か
ら
サ
ッ
カ

13

ー
Ｗ
杯
が
始
ま
る
。
３
月

８
日
、
浦
和
レ
ッ
ズ
サ
ポ

ー
タ
ー
が
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｅ
Ｓ
Ｅ

Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｙ
」
の

横
断
幕
を
掲
げ
、
人
種
差

別
と
し
て
レ
ッ
ズ
は
無
観

客
試
合
と
い
う
制
裁
を
受

け
た
。
標
記
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
２
０
０
６
年
ド
イ
ツ
大

会
か
ら
掲
げ
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
。

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
６
月
８

日
付
「
に
ち
よ
う
特
番
」

は
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
開

催
地
ブ
ラ
ジ
ル
と
関
わ
っ

て
解
説
し
て
い
る
。
ブ
ラ

ジ
ル
は
、
先
住
民
、
白
人
、

黒
人
、
混
血
、
日
本
移
民

な
ど
「
人
種
の
る
つ
ぼ
」

と
い
わ
れ
る
多
様
な
文
化

の
融
合
社
会
。
サ
ッ
カ
ー

が
渡
っ
た
の
は
１
８
７
８

年
、
奴
隷
解
放
の

年
前

10

で
、
白
人
の
ス
ポ
ー
ツ
で

黒
人
は
布
切
れ
を
丸
め
て

や
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
風

穴
を
開
け
た
の
が
、
ド
イ

ツ
系
父
、
ア
フ
リ
カ
系
母

と
の
混
血
児
、
フ
リ
ー
デ

ン
ラ
イ
ヒ
で
あ
る
。
縮
れ

毛
を
オ
イ
ル
で
伸
ば
し
た

り
試
合
直
前
ま
で
顔
を
隠

し
た
り
し
た
。
南
米
選
手

権
に
出
場
し
た
時
、
現
地

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
新
聞
に「
ブ

ラ
ジ
ル
選
手
は
痩
せ
た
サ

ル
」
と
書
か
れ
た
。
し
か

し
、

歳
で
引
退
す
る
ま

43

で
１
３
２
９
得
点
、
神
様

ペ
レ
を

点
上
回
る
。
彼

10

が
黒
人
た
ち
に
サ
ッ
カ
ー

へ
の
道
を
開
い
た
の
で
あ

る
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
強
さ
の
秘

密
は
、
彼
の
よ
う
に
差
別

と
た
た
か
い
、
差
別
の
壁

を
早
く
取
り
払
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
代
表

ア
ウ
ベ
ス
は
言
う
。「
僕
た

ち
は

世
紀
に
生
き
て
い

21

る
。
…
人
間
同
士
が
敬
意

を
持
た
な
く
て
は
。
僕
た

ち
は
み
ん
な
同
じ
な
の
だ

か
ら
」。
先
に
本
紙
で
紹
介

し
た
、
な
で
し
こ
佐
々
木

監
督
が
、
宮
間
選
手
を
キ

ャ
プ
テ
ン
に
決
め
た
と
き

と
同
じ
精
神
で
あ
る
。

▼
い
ろ
い
ろ
ウ
ソ
を
つ
い

て
き
た
首
相
だ
が
、
オ
イ

オ
イ
君
、
こ
ん
な
と
こ
ろ

で
も
ウ
ソ
を
考
え
て
い
た

の
か
ヨ
だ
。
そ
う
し
て
ま

で
自
衛
隊
員
の
血
を
流
さ

せ
た
い
の
か
。
恐
ろ
し
い

ヤ
ツ
。

▼
与
党
に
な
っ
て
い
る
た

め
か
、
結
果
的
に
は
自
民

党
の
思
う
と
こ
ろ
へ
軟
着

陸
し
て
き
て
い
る
の
が
、

自
身
は
平
和
の
党
を
標
榜

し
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
今

回
は
ど
う
い
う
言
い
訳
で

軟
着
陸
す
る
の
か
ナ
。

▼
ナ
ン
テ
言
っ
て
ら
れ
な

い
ん
だ
私
達
は
。
憲
法
九

条
を
守
り
世
界
平
和
に
尽

く
す
に
は
首
相
の
思
う
よ

う
に
さ
せ
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
の
だ
。

▼
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て

再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起
こ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
を
決
意
し
、
と
憲

法
前
文
に
あ
る
の
だ
。

▼
ど
ん
な
場
所
で
で
も
、

戦
争
に
参
加
す
る
の
は
絶

対
反
対
だ
と
、
大
き
な
声

で
言
お
う
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
ナ
ー
み
な
さ
ん
。

（
石
川
）

Ｓ
Ａ
Ｙ

Ｎ
Ｏ

Ｔ
Ｏ

Ｒ
Ａ

Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｍ(

レ
イ
シ
ズ
ム)

人

種
差
別
に
ノ
ー
と
言
お
う

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
を
楽
し
く
深
く

観
る
た
め
に

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

自
衛
隊
員
の
血
を
流
さ

せ
た
い
の
か

集
団
的
自
衛
権
の
行
使

と
言
っ
て
も
限
定
的
な
も

の
ナ
ン
ダ
ヨ
、
と
ゴ
ク
小

さ
な
こ
と
の
よ
う
に
言
っ

て
き
た
の
が
、
あ
り
得
な

い
状
況
を
想
定
し
た
グ
レ

ー
ゾ
ー
ン
と
い
う
ヤ
ツ
。

▼
こ
ん
な
時
は
同
盟
国
と

し
て
黙
っ
て
い
る
訳
に
は

イ
ガ
ネ
ー
ロ
ヤ
と
４
つ
の

条
件
で
自
衛
隊
の
出
動
を
、

与
党
を
組
ん
で
い
る
党
へ

提
起
し
た
。

▼
先
ず
こ
の
党
を
オ
ト
サ

ナ
ク
ッ
チ
ャ
と
考
え
た
首

相
。
し
か
し
憲
法
九
条
に

風
穴
を
開
け
る
重
大
な
こ

と
。
し
か
も
自
民
党
が
こ

れ
ま
で
国
民
を
ダ
マ
し
て

き
た
「
自
衛
隊
を
戦
場
に

は
出
さ
な
い
」
と
い
う
こ

と
を
覆
す
も
の
な
の
だ
が
、

こ
れ
を
批
判
す
る
マ
ス
コ

ミ
が
な
い
。

▼
こ
の
動
き
を
捕
ら
え
た

積
極
的
平
和
主
義
者
は
、

４
つ
の
条
件
を
取
り
消
し

全
面
的
に
後
方
支
援
を
す

る
と
言
い
出
し
た
の
だ
。

工
藤

博
司

非
正
規
労
働
者
の
増
加
を
つ
く
り
出

し
、
今
ま
た
、
一
生
生
涯
派
遣
労
働
に

縛
り
つ
け
る
し
く
み
を
図
り
、
そ
の
上

大
企
業
の
言
い
な
り
に
な
っ
て
残
業
代

ゼ
ロ
を
も
く
ろ
む
安
倍
政
権
。
そ
の
張

本
人
を
メ
ー
デ
ー
集
会
に
来
賓
と
し
て

招
く
或
る
巨
大
労
組
（
も
ち
ろ
ん
、
こ

の
挿
し
絵
と
は
別
の
組
織
）
。
ま
さ
に
信

じ
難
い
現
象
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。し

か
も
こ
の
巨
大
中
央
労
組
は
、
メ

ー
デ
ー
即
ち
五
月
一
日
開
催
の
歴
史
的

積
み
上
げ
を
放
棄
し
て
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
前
、
四
月
下
旬
開
催
を
続
け
て
い
る
。

メ
ー
デ
ー
発
祥
の
意
義
は
、
歴
史
的
時
間
（
年
月
日
）
と
切
り
離
せ
な
い
筈

な
の
に
な
ん
と
も
い
い
か
げ
ん
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
ど
う
ご
ま
か
そ
う
と
、
現
実
は
何
よ
り
雄
弁
で
あ
る
。
厚

生
労
働
省
の
発
表
に
曰
く
、
基
本
賃
金
を
示
す
「
所
定
内
給
与
」
は
、
四
月
で

い
わ

ヶ
月
連
続
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
と
。

25
働
ら
く
者
の
く
ら
し
は
、
闘
い
の
中
で
こ
そ
切
り
開
か
れ
る
。

（画・加藤貞雄）

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
６
月
８
日
付
「
に
ち
よ
う
特
番
」


